
第
１
回
阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
文
） 

国
語 

採
点
基
準 

 

 

一
現
代
文 

採
点
基
準
（
合
計
＝
４
０
点
） 

 

問
一 

９
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
〇
１
点 

古
典
的
＝
有
機
的
体
制
の
映
画
は
、 
登
場
人
物
が
あ
る
状
況
を
知
覚
し
、 

そ
れ
に
対
し
て
行
動
す 

 

る
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
か
ら
な
る
が
、〈
Ａ
３
点
〉 

Ｂ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
〇
１
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
③
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現
代
的
＝
結
晶
的
体
制
の
映
画
は 

状
況
に
反
応
で
き
ず
に
、 

た
だ
見
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
人
物
を 

Ｂ
④
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
⑤
〇
１
点 

登
場
さ
せ
、 

第
二
次
大
戦
後
に
登
場
し
た
ネ
オ
・
レ
ア
リ
ズ
モ
等
に
お
け
る
よ
う
に
、
純
粋
に
光
学
的 

 
 

音
声
的
状
況
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
点
で
区
別
さ
れ
る
。
〈
Ｂ
５
＋
１
＝
６
点
〉 

（
９
点
） 

 ◎
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 

 

※
Ａ
、
Ｂ
は
条
件
同
士
で
、
ま
た
各
条
件
内
で
も
部
分
採
点
可
能
で
あ
る
。（
８
点
） 

 

※
た
だ
し
、
条
件
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
要
素
が
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
１
点
加
点
さ
れ
る
。（
１
点
） 

 
 Ａ

「
古
典
的
＝
有
機
的
体
制
の
映
画
は
、
登
場
人
物
が
あ
る
状
況
を
知
覚
し
、
そ
れ
に
対
し
て
行 

動
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
か
ら
な
る
が
、」〈
３
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
区
別
を
説
明
す
る
た
め
の
「
古
典
的
＝
有
機
的
体
制
の
映
画
」
の
条
件
。 

 

① 
 

「
古
典
的
＝
有
機
的
体
制
の
映
画
は
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
×
 

「
古
典
的
＝
有
機
的
体
制
の
映
画
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

② 

「
登
場
人
物
が
あ
る
状
況
を
知
覚
し
、」
の
要
素
。
（
１
点
） 

 

○ 

「
登
場
人
物
が
あ
る
事
態
に
感
応
し
、
」「
登
場
人
物
が
情
勢
を
感
受
し
、」
な
ど
で
も
可
。 

×
 

「
登
場
人
物
が
あ
る
状
況
を
知
覚
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

③ 

「
そ
れ
に
対
し
て
行
動
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
か
ら
な
る
が
、
」
の
要
素
。

（１点）

 
 

○ 

「
そ
れ
に
対
応
し
て
行
動
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
連
関
か
ら
な
る
が
、」「
そ
れ
に
応
じ
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と

る
イ
メ
ー
ジ
の
連
な
り
か
ら
な
る
が
、」
な
ど
で
も
可
。 
 
×
 

「
そ
れ
に
対
し
て
行
動
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 



 Ｂ 

「
現
代
的
＝
結
晶
的
体
制
の
映
画
は
状
況
に
反
応
で
き
ず
に
、
た
だ
見
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
人
物
を
登
場

さ
せ
、
第
二
次
大
戦
後
に
登
場
し
た
ネ
オ
・
レ
ア
リ
ズ
モ
等
に
お
け
る
よ
う
に
、
純
粋
に
光
学
的
音
声
的
状
況

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
点
で
区
別
さ
れ
る
。」〈
５
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
区
別
を
説
明
す
る
た
め
の
「
現
代
的
＝
結
晶
的
体
制
の
映
画
」
の
条
件
。 

 

① 
 

「
現
代
的
＝
結
晶
的
体
制
の
映
画
は
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
×
 

「
現
代
的
＝
結
晶
的
体
制
の
映
画
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

② 

「
状
況
に
反
応
で
き
ず
に
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
状
況
に
対
応
で
き
ず
に
、
」「
事
態
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、」
な
ど
で
も
可
。 

×
 

「
状
況
に
反
応
で
き
ず
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

③ 

「
た
だ
見
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
人
物
を
登
場
さ
せ
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
た
だ
目
撃
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
人
物
を
登
場
さ
せ
、
」「
た
だ
眺
め
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
人

間
を
登
場
さ
せ
、」
な
ど
で
も
可
。 

×
 

「
た
だ
見
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
人
物
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

④ 

「
第
二
次
大
戦
後
に
登
場
し
た
ネ
オ
・
レ
ア
リ
ズ
モ
等
に
お
け
る
よ
う
に
、
」
の
要
素
。
（
１
点
） 

 

○ 

「
第
二
次
大
戦
後
に
登
場
し
た
ネ
オ
・
レ
ア
リ
ズ
モ
、
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
な
ど
に
お
け
る
よ

う
に
、
」
「
第
二
次
大
戦
後
に
登
場
し
た
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
シ
ネ
マ
等
に
お
け
る
よ
う
に
、
」
な

ど
で
も
可
。 

×
 

「
第
二
次
大
戦
後
に
登
場
し
た
（
ネ
オ
・
レ
ア
リ
ズ
モ
、
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ー
グ
、
ニ
ュ
ー
・
ジ

ャ
ー
マ
ン
・
シ
ネ
マ
の
少
な
く
と
も
一
つ
）
等
に
お
け
る
よ
う
に
、
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て

い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

⑤ 

「
純
粋
に
光
学
的
音
声
的
状
況
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
点
で
区
別
さ
れ
る
。
」
の
要
素
。
（
１
点
） 

 

○ 

「
純
粋
に
光
学
的
音
声
的
状
況
を
表
出
さ
せ
る
点
で
区
別
さ
れ
る
。
」「
ま
ぎ
れ
も
な
い
光
学
的
音
声

的
状
況
を
顕
在
化
す
る
点
で
区
別
さ
れ
る
。
」
な
ど
で
も
可
。 

×
 

「
純
粋
に
光
学
的
音
声
的
状
況
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
点
で
区
別
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て

い
な
け
れ
ば×

。 
 



問
二 

10
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
〇
１
点 

有
機
的
体
制
で
は
世
界
（
状
況
）
は 

人
間
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
変
化
し
、 

高
次
の
世
界
へ
と 

 

発
展
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
が
、〈
Ａ
３
点
〉 

Ｂ
①
〇
１
点 

 
 

Ｂ
②
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現
代
世
界
で
は
、 

世
界
大
戦
と
そ
の
帰
結
な
ど
の
外
的
要
因
に
よ
っ
て 

人
間
と
世
界
の
有
機
的
な
絆 

Ｂ
④
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
⑤
〇
１
点 

が
引
き
裂
か
れ
て
お
り
、 

価
値
観
や
信
念
体
系
な
ど
の
揺
ら
ぎ
、 

商
業
戦
略
的
イ
メ
ー
ジ
の
氾
濫
と 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
⑥
〇
１
点 

い
う
事
態
が 

加
速
度
的
に
進
行
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
。〈
６
＋
１
＝
７
点
〉（
10
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

  

※
Ａ
、
Ｂ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
各
条
件
内
で
も
部
分
採
点
可
能
。（
９
点
） 

 

※
た
だ
し
、
条
件
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
要
素
が
一
つ
以
上
あ
れ
ば
１
点
加
点
す
る
。（
１
点
） 

 
 Ａ

「
有
機
的
体
制
で
は
世
界
（
状
況
）
は
人
間
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
変
化
し
、
高
次
の
世
界
へ
と
発
展
す
る

も
の
と
捉
え
ら
れ
る
が
、」
〈
３
点
〉 

 

※ 

筆
者
が
傍
線
部
の
よ
う
に
言
う
理
由
を
説
明
す
る
た
め
の
一
方
の
条
件
。 

 

① 
 

「
有
機
的
体
制
で
は
世
界
（
状
況
）
は
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
×
 

「
有
機
的
体
制
に
お
け
る
世
界
（
状
況
）
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

② 

「
人
間
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
変
化
し
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
人
間
と
の
相
互
交
渉
に
よ
っ
て
変
容
し
、
」「
人
間
と
の
相
互
作
用
で
止
揚
さ
れ
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
×
 

「
人
間
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
変
化
」
の
否
定
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

③ 

「
高
次
の
世
界
へ
と
発
展
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
が
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
高
次
の
次
元
へ
と
到
達
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
が
、
」「
よ
り
高
次
の
世
界
へ
と
展
開
し
て
行
く

と
考
え
ら
れ
る
が
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
×
 

「
高
次
の
世
界
へ
と
発
展
す
る
」
の
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 



Ｂ
「
現
代
世
界
で
は
、
世
界
大
戦
と
そ
の
帰
結
な
ど
の
外
的
要
因
に
よ
っ
て
人
間
と
世
界
の
有
機
的
な
絆
が
引
き

裂
か
れ
て
お
り
、
価
値
観
や
信
念
体
系
な
ど
の
揺
ら
ぎ
、
商
業
戦
略
的
イ
メ
ー
ジ
の
氾
濫
と
い
う
事
態
が
加
速

度
的
に
進
行
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
。」〈
６
点
〉 

 

※ 
筆
者
が
傍
線
部
の
よ
う
に
言
う
理
由
を
説
明
す
る
た
め
の
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方
の
条
件
。 

 

① 
 

「
現
代
世
界
で
は
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
×
 

「
現
代
世
界
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

② 

「
世
界
大
戦
と
そ
の
帰
結
な
ど
の
外
的
要
因
に
よ
っ
て
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
世
界
大
戦
と
そ
の
帰
結
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
の
動
揺
な
ど
の
外
的
要
因
に
よ
っ
て
」
「
さ

ま
ざ
ま
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
新
た
な
意
識
な
ど
の
外
的
要
因
に
よ
っ
て
」
な
ど
で
も
可
。 

 
×
 

「
（
世
界
大
戦
と
そ
の
帰
結
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
の
動
揺
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
新
た
な
意
識
、
ひ
と
び
と
の
頭
の
な
か
で
の
諸
イ
メ
ー
ジ
の
増
大
、
の
中
の
少
な
く
と
も
一
つ
）
な

ど
の
外
的
要
因
に
よ
っ
て
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

③ 

「
人
間
と
世
界
の
有
機
的
な
絆
が
引
き
裂
か
れ
て
お
り
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
人
間
と
世
界
の
有
機
的
な
関
係
が
乖
離
し
て
お
り
、」「
人
間
と
世
界
の
相
互
作
用
的
な
結
び
つ
き

が
壊
れ
て
お
り
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
×
 

「
人
間
と
世
界
の
有
機
的
な
絆
が
引
き
裂
か
れ
て
い
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け

れ
ば×

。 

④ 

「
価
値
観
や
信
念
体
系
な
ど
の
揺
ら
ぎ
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

○ 

「
価
値
や
信
念
な
ど
に
つ
い
て
の
体
系
的
思
考
の
揺
ら
ぎ
、
」「
価
値
観
や
信
念
体
系
な
ど
の
一
貫
性

の
崩
壊
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
×
 

「
価
値
観
や
信
念
体
系
な
ど
の
揺
ら
ぎ
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

⑤ 

「
商
業
戦
略
的
イ
メ
ー
ジ
の
氾
濫
と
い
う
事
態
が
」
の
要
素
。
（
１
点
） 

○ 

「
商
業
戦
略
上
の
イ
メ
ー
ジ
の
蔓
延
と
い
う
事
態
が
」
「
商
業
戦
略
の
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
の
乱
発
と

い
う
状
況
が
」
な
ど
で
も
可
。 

 
×
 

「
商
業
戦
略
的
イ
メ
ー
ジ
の
氾
濫
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

⑥ 

「
加
速
度
的
に
進
行
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

○ 

「
勢
い
を
増
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
か
ら
。
」
「
加
速
度
的
に
促
進
さ
れ
て
い
る
と
思
う
か
ら
。
」
な

ど
で
も
可
。 

 
×
 

「
加
速
度
的
に
進
行
し
て
い
る
と
考
え
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 



問
三 

８
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
模
範
解
答
例
） 

 
Ａ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ａ
③
〇
１
点 

人
間
の
知
覚‐
情
動‐

行
動
と
有
機
的
な
関
わ
り
を
も
つ 

世
界
の
諸
々
の
イ
メ
ー
ジ
が 

一
種
の
幻 

Ａ
④
〇
１
点 

想
あ
る
い
は
神
話
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
し
、 

「
非
人
間
的
」
に
な
っ
た
世
界
の
中
で
、〈
Ａ
４
点
〉 

Ｂ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
〇
１
点 

感
覚
を
刺
激
す
る
だ
け
の
暴
力
表
象
で
し
か
な
い 

「
出
来
の
悪
い
」
映
画
を
見
る
よ
う
に
、 

感
覚
的
、 

 

断
片
的
に
生
き
て
い
る
。〈
Ｂ
３
＋
１
＝
４
点
〉 

 

（
８
点
） 

 

◎
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

  

※
Ａ
、
Ｂ
は
条
件
同
士
、
ま
た
各
条
件
内
で
も
部
分
採
点
可
能
。
（
７
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
た
だ
し
、
条
件
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
要
素
が
一
つ
以
上
あ
れ
ば
１
点
加
点
さ
れ
る
。（
１
点
） 

 
 

Ａ 

「
人
間
の
知
覚‐

情
動‐

行
動
と
有
機
的
な
関
わ
り
を
も
つ
世
界
の
諸
イ
メ
ー
ジ
が
一
種
の
幻 

想
、
神
話
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
し
、『
非
人
間
的
』
に
な
っ
た
世
界
の
中
で
、」〈
４
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
に
関
し
て
、
筆
者
が
「
私
た
ち
」
が
ど
の
よ
う
に
「
こ
の
世
界
」
を
生
き
て
い
る
か
を
〈
因
果

関
係
〉
で
説
明
し
て
い
る
〈
因
〉
の
条
件
。 

 

① 
 

「
人
間
の
知
覚‐

情
動‐

行
動
と
有
機
的
な
関
わ
り
を
も
つ
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

〇 

「
人
間
の
知
覚‐

情
動‐

行
動
と
生
き
た
関
係
を
持
つ
」
「
人
間
の
知
覚‐

情
動‐

行
動
と
い
き
た

体
系
を
構
成
す
る
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

 

「
人
間
の
知
覚‐

情
動‐

行
動
と
有
機
的
な
関
わ
り
を
も
つ
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

② 

「
世
界
の
諸
イ
メ
ー
ジ
が
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
世
界
の
諸
々
の
イ
メ
ー
ジ
が
」「
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
イ
メ
ー
ジ
が
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
世
界
の
諸
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

③ 

「
一
種
の
幻
想
、
神
話
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
し
、
」
の
要
素
。
（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
一
種
の
幻
想
、
神
話
で
し
か
な
い
こ
と
が
露
わ
に
な
り
、」
「
一
種
の
幻
想
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と

が
白
日
の
も
と
に
晒
さ
れ
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
一
種
の
幻
想
、
神
話
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば

×

。 
 
 

④ 

「
『
非
人
間
的
』
に
な
っ
た
世
界
の
中
で
、」
の
要
素
。 

 
 
 

○ 

「
『
非
人
間
的
』
な
も
の
に
な
り
果
て
た
世
界
の
中
で
、
」
「
『
非
人
間
的
』
な
も
の
と
し
て
現
前
す
る

世
界
の
中
で
、
」
な
ど
で
も
可
。 
 
 
 
×
 

「
『
非
人
間
的
』
に
な
っ
た
世
界
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 



 

Ｂ 

「
感
覚
を
刺
激
す
る
だ
け
の
暴
力
表
象
で
し
か
な
い
『
出
来
の
悪
い
』
映
画
を
見
る
よ
う
に
、
感
覚 

的
、
断
片
的
に
生
き
て
い
る
。」〈
３
点
〉 

※ 
 

傍
線
部
に
関
し
て
、
筆
者
が
「
私
た
ち
」
が
ど
の
よ
う
に
「
こ
の
世
界
」
を
生
き
て
い
る
か
を
〈
因

果
関
係
〉
で
説
明
し
て
い
る
〈
果
〉
の
条
件
。 

 

① 

「
感
覚
を
刺
激
す
る
だ
け
の
暴
力
表
象
で
し
か
な
い
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
感
覚
を
刺
激
す
る
だ
け
の
暴
力
表
象
と
化
し
て
し
ま
っ
た
」
「
も
っ
ぱ
ら
感
覚
を
刺
激
す
る
暴
力

的
表
象
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」
な
ど
で
も
可
。 

 
×
 

「
感
覚
を
刺
激
す
る
だ
け
の
暴
力
表
象
で
し
か
な
い
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ

ば×

。 

② 

「『
出
来
の
悪
い
』
映
画
を
見
る
よ
う
に
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「『
出
来
の
悪
い
』
映
画
を
味
わ
う
よ
う
に
」「
『
出
来
の
悪
い
』
映
画
を
眺
め
る
よ
う
に
、
」
な
ど
で

も
可
。 

 
×
 

「『
出
来
の
悪
い
』
映
画
を
見
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

③ 

「
感
覚
的
、
断
片
的
に
生
き
て
い
る
。」
の
要
素
。 
（
１
点
） 

○ 

「
感
覚
的
、
刹
那
的
に
生
き
て
い
る
。
」
「
感
性
的
、
断
片
的
に
生
き
て
い
る
。
」
な
ど
で
も
可
。 

 
×
 

「
感
覚
的
、
断
片
的
に
生
き
て
い
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

 

問
四 

13
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

  

Ａ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

震
災―

―

特
に
津
波
の
映
像
に
は 

自
然
が
作
り
出
し
た
剥
き
出
し
の
「
破
壊
の
造
形
美
」
が
あ
り
、 

Ａ
③
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ａ
④
〇
１
点 

 

人
々
は
胸
を
痛
め
な
が
ら
も 

興
奮
し
て
見
続
け
る
。〈
Ａ
４
点
〉 

Ｂ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
〇
１
点 

 
 
 
 

Ｂ
③
〇
１
点 

そ
の
映
像
を
「
出
来
の
悪
い
映
画
」
の
よ
う
に
消
費
す
る 

猥
褻
な
姿
勢
を
示
し
、 

古
典
的
な
「
真
実 

Ｂ
④
〇
１
点 

の
神
話
」
の
世
界
の
側
に
引
き
籠
も
っ
て
い
る
が
、 

そ
こ
に
は
後
ろ
め
た
さ
や
閉
塞
感
が
付
き
ま
と
っ 

 

て
お
り
、
〈
Ｂ
４
＋
１
＝
５
点
〉 

Ｃ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
〇
１
点 

 
 

Ｃ
③
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
に
、 

た
だ
見
る
だ
け
の 

純
粋
に
光
学
的
音
声
的
状
況
を
浮
上
さ
せ
な
け
れ
ば 

 

な
ら
な
い
。〈
Ｃ
３
＋
１
＝
４
点
〉（
13
点
） 

 



◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

  
※ 
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
各
条
件
内
で
も
部
分
採
点
可
能
。
（
11
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※ 

た
だ
し
、
条
件
Ｂ
、
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず
つ

加
点
さ
れ
る
。（
２
点
） 

 
 

Ａ 

「
震
災―

―

特
に
津
波
の
映
像
に
は
自
然
が
作
り
出
し
た
剥
き
出
し
の
「
破
壊
の
造
形
美
」
が
あ
り
、
人
々

は
胸
を
痛
め
な
が
ら
も
興
奮
し
て
見
続
け
る
。」〈
４
点
〉 

 
 

※ 

「
津
波
の
映
像
を
興
奮
し
て
見
続
け
る
」
と
い
う
条
件
。 

 

① 
 

「
震
災―

―

特
に
津
波
の
映
像
に
は
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 
×
 

「
震
災
（―

―

特
に
津
波
）
の
映
像
」
の
要
素
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

② 

「
自
然
が
作
り
出
し
た
剥
き
出
し
の
『
破
壊
の
造
形
美
』
が
あ
り
、」
の
要
素
。
（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
自
然
が
生
み
出
し
た
露
わ
な
の
『
破
壊
の
造
形
美
』
が
あ
り
」「
自
然
が
創
出
し
た
荒
々
し
い
『
破

壊
の
造
形
美
』
が
あ
り
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
自
然
が
作
り
出
し
た
（
剥
き
出
し
の
）『
破
壊
の
造
形
美
』」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ

て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

③ 

「
人
々
は
胸
を
痛
め
な
が
ら
も
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
人
々
は
心
を
痛
め
が
ら
も
」
「
人
々
は
心
痛
の
思
い
胸
を
抱
き
な
が
ら
も
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
人
々
が
胸
を
痛
め
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

④ 

「
興
奮
し
て
見
続
け
る
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
気
持
ち
を
高
ぶ
ら
せ
な
が
ら
見
続
け
る
」「
興
奮
状
態
で
見
続
け
る
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
興
奮
し
て
見
続
け
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

Ｂ 

「
そ
の
映
像
を
『
出
来
の
悪
い
映
画
』
の
よ
う
に
消
費
す
る
猥
褻
な
姿
勢
を
示
し
、
古
典
的
な
「
真
実
の
神

話
」
の
世
界
の
側
に
引
き
籠
も
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
後
ろ
め
た
さ
や
閉
塞
感
が
付
き
ま
と
っ
て
お
り
、
」

〈
４
点
〉 

 
 

※ 

「
津
波
の
映
像
」
み
る
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ
や
閉
塞
感
を
感
じ
る
」
と
し
て
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る

条
件
。 

  
 

① 

「
そ
の
映
像
を
『
出
来
の
悪
い
映
画
』
の
よ
う
に
消
費
す
る
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

〇 

「
そ
の
映
像
を
『
出
来
の
悪
い
映
画
』
と
同
じ
よ
う
に
味
わ
う
」「
そ
の
映
像
を
『
出
来
の
悪
い
映
画
』

な
み
に
食
い
潰
す
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
そ
の
映
像
を
『
出
来
の
悪
い
映
画
』
の
よ
う
に
消
費
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け

れ
ば×

。 
 
 

② 

「
猥
褻
な
姿
勢
を
示
し
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
み
だ
ら
な
姿
勢
を
示
し
、
」「
不
品
行
な
あ
り
方
を
示
し
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
猥
褻
な
姿
勢
を
示
す
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

③ 

「
古
典
的
な
『
真
実
の
神
話
』
の
世
界
の
側
に
引
き
籠
も
っ
て
い
る
が
、」
の
要
素
。（
１
点
） 
 
 
 

○ 

「
古
臭
い
『
真
実
の
神
話
』
の
世
界
の
側
に
退
い
て
い
る
が
、
」
「
有
機
的
な
『
真
実
の
神
話
』
の
世



界
の
側
に
後
退
し
て
い
る
が
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
古
典
的
な
『
真
実
の
神
話
』
の
世
界
の
側
に
引
き
籠
も
っ
て
い
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入

っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

④ 
「
そ
こ
に
は
後
ろ
め
た
さ
や
閉
塞
感
が
付
き
ま
と
っ
て
お
り
、」
の
要
素
。
（
１
点
） 

 
 
 

○ 
「
そ
こ
に
は
居
心
地
の
悪
さ
や
ふ
さ
ぎ
込
ん
だ
感
じ
が
付
き
ま
と
っ
て
お
り
、
」「
そ
こ
に
は
自
己
欺

瞞
の
感
覚
や
ひ
っ
そ
り
感
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
お
り
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
そ
こ
に
は
後
ろ
め
た
さ
や
閉
塞
感
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い

な
け
れ
ば×

。 
 

Ｃ 

「
こ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
た
だ
見
る
だ
け
の
純
粋
に
光
学
的
音
声
的
状
況
を
浮
上
さ
せ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。」〈
３
点
〉 

※ 

Ａ
、
Ｂ
を
と
も
に
否
定
し
て
抜
け
出
す
条
件
。 

 
 
 

① 

「
こ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
に
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 
×
 

「
払
拭
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

② 

「
た
だ
見
る
だ
け
の
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
ひ
た
す
ら
見
る
だ
け
の
」「
見
る
こ
と
し
か
し
な
い
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
た
だ
見
る
だ
け
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

③ 

「
純
粋
に
光
学
的
音
声
的
状
況
を
浮
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
ま
じ
り
け
の
な
い
光
学
的
音
声
的
状
況
を
浮
き
上
が
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
「
光
学
的
音
声

的
状
況
そ
の
も
の
を
現
前
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
純
粋
に
光
学
的
音
声
的
状
況
を
浮
上
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 



二
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
３
５
点
） 

 
問
一 
９
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

妻
の
希
望
で
不
承
不
承
エ
ル
サ
レ
ム
に
や
っ
て
き
た
が
、 

ヨ
ル
ダ
ン
領
で
い
い
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
な
い 

Ａ
③
〇
１
点 

と
分
か
り
、 

妻
に
不
満
を
ぶ
つ
け
る
と
、〈
Ａ
３
点
〉 

Ｂ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
〇
１
点 

夫
婦
だ
け
の
外
国
旅
行
で
は
二
人
で
話
す
し
か
な
い
た
め
、 

妻
は
夫
の
苦
情
を
直
に
受
け
止
め
て
落
ち 

 

込
む
し
か
な
い
が
、〈
Ｂ
２
＋
１
＝
３
点
〉 

Ｃ
①
〇
１
点 

 
 
 
 

Ｃ
②
〇
１
点 

そ
の
様
子
を
見
て
夫
は 

サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
解
放
し
え
て
い
る
か
ら
。 

〈
Ｃ
２
＋
１
＝
３
点
〉（
９
点
） 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

  

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
、
ま
た
各
条
件
内
で
も
部
分
採
点
可
能
。（
７
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※ 

た
だ
し
条
件
Ｂ
、
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
正
し
い
要
素
が
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
１
点
加
点
さ

れ
る
。（
２
点
） 

 

Ａ 

「
妻
の
希
望
で
不
承
不
承
エ
ル
サ
レ
ム
に
や
っ
て
き
た
が
、
ヨ
ル
ダ
ン
領
で
い
い
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
な
い
と
分

か
り
、
妻
に
不
満
を
ぶ
つ
け
る
と
、」
〈
３
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
に
つ
い
て
「
妻
が
泣
き
そ
う
な
顔
に
な
る
」
〈
因
果
関
係
〉
の
〈
因
〉
の
条
件
。 

  
 

① 

「
妻
の
希
望
で
不
承
不
承
エ
ル
サ
レ
ム
に
や
っ
て
き
た
が
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
妻
の
要
望
で
仕
方
な
く
エ
ル
サ
レ
ム
に
や
っ
て
き
た
が
、
」「
妻
の
我
儘
と
も
い
う
べ
き
希
望
を
渋
々

き
い
て
エ
ル
サ
レ
ム
に
や
っ
て
き
た
も
の
の
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
妻
の
希
望
で
不
承
不
承
エ
ル
サ
レ
ム
に
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

② 
 

「
ヨ
ル
ダ
ン
領
で
い
い
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
な
い
と
分
か
り
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

〇 

「
ヨ
ル
ダ
ン
領
に
は
め
ぼ
し
い
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
な
い
と
分
か
り
、」「
ヨ
ル
ダ
ン
領
で
観
る
べ 

き
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
な
い
と
判
明
し
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
×
 

「
ヨ
ル
ダ
ン
領
で
い
い
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
な
い
と
分
か
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入 

っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

③ 
 

「
妻
に
不
満
を
ぶ
つ
け
る
と
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

〇 

「
妻
に
憤
懣
を
ぶ
つ
け
る
と
、
」「
妻
に
不
平
を
差
し
向
け
る
と
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
×
 

「
妻
に
不
満
を
ぶ
つ
け
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 



Ｂ 

「
夫
婦
だ
け
の
外
国
旅
行
で
は
二
人
で
話
す
し
か
な
い
た
め
、
妻
は
夫
の
苦
情
を
直
に
受
け
止
め
て
落
ち
込

む
し
か
な
い
が
、」〈
３
点
〉 

※ 

傍
線
部
に
つ
い
て
「
妻
が
泣
き
そ
う
な
顔
に
な
る
」〈
因
果
関
係
〉
の
〈
果
〉
の
条
件
。 

 
① 

 
「
夫
婦
だ
け
の
外
国
旅
行
で
は
二
人
で
話
す
し
か
な
い
た
め
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

○ 

「
夫
婦
二
人
だ
け
の
外
国
旅
行
で
は
互
い
と
話
す
し
か
な
い
た
め
、
」
「
夫
婦
二
人
の
外
国
旅
行
で
は

話
し
相
手
は
互
い
の
伴
侶
し
か
な
い
た
め
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
夫
婦
だ
け
の
外
国
旅
行
で
は
二
人
で
話
す
し
か
な
い
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け

れ
ば×

。 

② 
 

「
妻
は
夫
の
苦
情
を
直
に
受
け
止
め
て
落
ち
込
む
し
か
な
い
が
、
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

〇 

「
妻
は
夫
の
不
満
を
直
接
に
受
け
止
め
て
気
分
が
へ
こ
む
し
か
な
い
が
、
」
「
妻
は
夫
の
不
平 

を
丸
ご
と
受
け
と
る
こ
と
に
な
っ
て
落
胆
す
る
し
か
な
い
が
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
×
 

「
妻
は
夫
の
苦
情
を
直
に
受
け
止
め
て
落
ち
込
む
し
か
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分 

が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

Ｃ 

「
そ
の
様
子
を
見
て
夫
は
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
解
放
し
え
て
い
る
か
ら
。」 

〈
２
点
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
を
ま
と
め
て
引
き
起
こ
る
帰
結
の
条
件
。 

① 

「
そ
の
様
子
を
見
て
夫
は
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
そ
の
妻
の
様
子
を
見
た
夫
は
」「
そ
の
様
子
を
見
通
し
た
夫
は
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
そ
の
様
子
を
見
て
夫
は
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

③ 
 

「
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
解
放
し
え
て
い
る
か
ら
。
」
の
要
素
。 

（
１
点
） 

○ 

「
嗜
虐
的
に
欲
求
不
満
を
解
消
し
得
て
い
る
か
ら
。
」
「
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
憤
懣
を
晴
ら
し
得
て

い
る
か
ら
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
×
 

「
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
解
放
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が 

入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 



問
二 

８
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
模
範
解
答
例
） 

 
Ａ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

葡
萄
酒
を
飲
ん
で
少
し
気
分
が
落
ち
着
い
た
ら
し
い
夫
が 

外
で
煙
草
を
吸
っ
て
く
る
と
い
っ
て
、 

 
 

Ａ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
④
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
⑤
〇
１
点 

妻
も
一
緒
に
く
る
か
と
問
い
か
け
る
の
は
、 

夫
婦
喧
嘩
を
や
め
る
意
思
の
表
れ
だ
と
見
て 

少
し
優
越 

 

感
を
抱
い
た
が
、〈
Ａ
５
点
〉 

Ｂ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
〇
１
点 

夫
婦
二
人
旅
行
で
は
一
人
置
い
て
け
ぼ
り
に
さ
れ
る
の
は
心
細
い
の
で
、 

気
は
進
ま
な
い
が
夫
に
つ
い 

 

て
い
く
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
。〈
Ｂ
２
＋
１
＝
３
点
〉（
８
点
） 

 
 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
各
条
件
内
で
も
、
部
分
採
点
可
能
。（
７
点
） 

 

※ 

た
だ
し
条
件
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
要
素
が
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
１
点
加
点
さ
れ
る
。（
１
点
） 

 

Ａ 

「
葡
萄
酒
を
飲
ん
で
少
し
気
分
が
落
ち
着
い
た
ら
し
い
夫
が
外
で
煙
草
を
吸
っ
て
く
る
と
い
っ
て
、
妻
も
一

緒
に
く
る
か
と
問
い
か
け
る
の
は
、
夫
婦
喧
嘩
を
や
め
る
意
思
の
表
れ
だ
と
見
て
少
し
優
越
感
を
抱
い
た
が
、」 

〈
５
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
の
妻
の
心
情
の
一
方
を
表
す
条
件
。 

  

① 

「
葡
萄
酒
を
飲
ん
で
少
し
気
分
が
落
ち
着
い
た
ら
し
い
夫
が
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
葡
萄
酒
を
飲
ん
で
少
し
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
ら
し
い
夫
が
」
「
葡
萄
酒
を
飲
ん
だ
せ
い
で
少

し
穏
や
か
な
気
分
に
な
っ
た
ら
し
い
夫
が
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
葡
萄
酒
を
飲
ん
で
少
し
気
分
が
落
ち
着
い
た
ら
し
い
夫
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な

け
れ
ば×

。 
 

② 

「
外
で
煙
草
を
吸
っ
て
く
る
と
い
っ
て
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
外
へ
煙
草
を
吸
い
に
い
く
と
言
っ
て
、
」
「
煙
草
を
吸
い
に
外
に
行
っ
て
く
る
と
い
い
な
が 

ら
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
外
で
煙
草
を
吸
っ
て
く
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

③ 

「
妻
も
一
緒
に
く
る
か
と
問
い
か
け
る
の
は
、
」
の
要
素
。
（
１
点
） 

 
 

○ 

「
妻
も
一
緒
に
来
な
い
か
と
問
い
か
け
る
の
は
、」「
妻
に
一
緒
に
来
る
よ
う
に
さ
そ
う
の
は
、
」
な
ど

で
も
可
。 

×
 

「
妻
も
一
緒
に
く
る
か
と
問
い
か
け
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

④ 

「
夫
婦
喧
嘩
を
や
め
る
意
思
の
表
れ
だ
と
見
て
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
夫
婦
喧
嘩
を
や
め
る
気
持
ち
表
明
だ
と
見
て
」「
夫
婦
喧
嘩
を
切
り
上
げ
る
意
思
の
暗
示 



だ
と
解
し
て
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
夫
婦
喧
嘩
を
や
め
る
意
思
の
表
れ
だ
と
見
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ

ば×

。 
 

⑤ 
「
少
し
優
越
感
を
抱
い
た
が
、
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 
「
少
し
優
越
的
な
気
分
に
な
っ
た
が
、
」「
少
し
優
越
感
を
持
っ
た
も
の
の
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
少
し
優
越
感
を
抱
い
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

Ｂ 

「
夫
婦
二
人
旅
行
で
は
一
人
置
い
て
け
ぼ
り
に
さ
れ
る
の
は
心
細
い
の
で
、
気
は
進
ま
な
い
が
夫
に
つ
い
て

い
く
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
。」〈
２
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
の
妻
の
心
情
の
他
方
を
表
す
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
条
件
。 

 
 
 

① 

「（
夫
婦
二
人
旅
行
で
は
）
一
人
置
い
て
け
ぼ
り
に
さ
れ
る
の
は
心
細
い
の
で
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
夫
婦
二
人
旅
行
で
は
一
人
ぼ
っ
ち
に
さ
れ
る
の
は
不
安
な
の
で
」
「
夫
婦
だ
け
の
旅
行
で
は
一
人

き
り
に
さ
れ
る
の
は
怖
い
の
で
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
夫
婦
二
人
旅
行
で
は
一
人
置
い
て
け
ぼ
り
に
さ
れ
る
の
は
心
細
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分

が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

② 

「
気
は
進
ま
な
い
が
夫
に
つ
い
て
い
く
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
気
乗
り
は
し
な
い
が
夫
に
つ
い
て
い
く
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
。
」
「
気
は
進
ま
な
い
も 

の
夫
の
意
向
に
従
う
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
。
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

 
×

 

「
気
は
進
ま
な
い
が
夫
に
つ
い
て
い
く
し
か
な
い
。
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な

け
れ
ば×

。 
  

問
三 

９
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
〇
１
点 

妻
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
学
校
時
代
の 

聖
書
の
説
教
や
聖
歌
の
話
を
し
だ
す
と
、〈
Ａ
２
点
〉 

Ｂ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
〇
１
点 

自
分
も
高
等
学
校
の
寮
時
代
に
、 

聖
書
の
頁
を
め
く
り
本
気
で
イ
エ
ス
の
こ
と
を
考
え
込
ん
だ
り
し
た 

 

こ
と
が
あ
っ
た
が
、〈
Ｂ
２
点
〉 

Ｃ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
〇
１
点 

結
局
は
昔
の
こ
と
と
し
て
、
イ
エ
ス
も
単
な
る
偉
人
、
さ
ら
に
非
科
学
的
な
人
物
と
み
な
し
て
、 

関
心
、 

 

興
味
を
な
く
し
て
い
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
、〈
Ｃ
２
＋
１
＝
３
点
〉 

Ｄ
〇
１
点 

ほ
ろ
苦
い
思
い
に
捕
ら
わ
れ
る
か
ら
。
〈
Ｄ
１
＋
１
＝
２
点
〉（
９
点
） 

 
 

 



 
◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 

※ 
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
条
件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
内
で
も
部
分
採
点
可
能
。（
７
点
） 

 

※ 

た
だ
し
条
件
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
要
素
が
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
ま
た
条
件
Ｄ
に
つ
い
て
は
条
件
そ
の
も

の
が
正
し
く
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
１
点
加
点
さ
れ
る
。（
２
点
） 

 
 

Ａ 

「
妻
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
学
校
時
代
の
聖
書
の
説
教
や
聖
歌
の
話
を
し
だ
す
と
、」〈
２
点
〉 

※ 

傍
線
部
の
心
情
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
前
提
と
な
る
条
件
。 

 

① 
 

「
妻
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
学
校
時
代
の
」
の
要
素
。（
１
点
） 

○ 

「
妻
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
学
校
時
代
に
つ
い
て
」「
妻
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
学
校
時
代
を
思
い
出
し
て
」
な
ど
で

も
可
。 

 
 
 
×
 

「
妻
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
学
校
時
代
に
つ
い
て
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

② 

「
聖
書
の
説
教
や
聖
歌
の
話
を
し
だ
す
と
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

○ 

「
聖
書
や
聖
歌
の
話
を
し
だ
す
と
、
」「
聖
書
の
説
教
や
聖
歌
に
つ
い
て
話
し
出
す
と
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
聖
書
の
説
教
や
聖
歌
の
話
を
し
だ
す
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 Ｂ 

「
自
分
も
高
等
学
校
の
寮
時
代
に
、
聖
書
の
頁
を
め
く
り
本
気
で
イ
エ
ス
の
こ
と
を
考
え
込
ん
だ
り
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
心
情
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
、
Ａ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
一
方
の
条
件
。 

 
 

① 

「
自
分
も
高
等
学
校
の
寮
時
代
に
、」
の
要
素
。
（
１
点
） 

 

○ 

「
自
分
も
高
等
学
校
時
代
に
寮
で
、
」
「
自
分
も
か
つ
て
高
等
学
校
の
寮
で
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
（
自
分
も
高
等
学
校
（
の
寮
）
時
代
に
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×
。 

 

② 

「
聖
書
の
頁
を
め
く
り
本
気
で
イ
エ
ス
の
こ
と
を
考
え
込
ん
だ
り
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、」
の
要
素
。 

（
１
点
） 

 
 

○ 

「
聖
書
を
紐
解
き
な
が
ら
本
気
で
イ
エ
ス
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
り
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
」「
聖

書
の
頁
を
繰
り
な
が
ら
イ
エ
ス
の
行
跡
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
」
な
ど
で
も

可 
 
 
 
×
 

「
聖
書
の
頁
を
め
く
り
本
気
で
イ
エ
ス
の
こ
と
を
考
え
込
ん
だ
り
し
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成

分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

Ｃ 

「
結
局
は
昔
の
こ
と
と
し
て
、
イ
エ
ス
も
単
な
る
偉
人
、
さ
ら
に
非
科
学
的
な
人
物
と
み
な
し
て
、
関
心
、

興
味
を
な
く
し
て
い
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
、」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
心
情
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
、
Ａ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
、
Ｂ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方

の
条
件
。 

  
 

① 

「
結
局
は
昔
の
こ
と
と
し
て
、
イ
エ
ス
も
単
な
る
偉
人
、
さ
ら
に
非
科
学
的
な
人
物
と
み
な
し
て
、」
の

要
素
。（
１
点
） 



 

○ 

「
結
局
は
イ
エ
ス
も
昔
の
単
な
る
偉
人
、
さ
ら
に
非
科
学
的
な
人
物
と
み
な
し
て
、
」
「
つ
ま 

る
と
こ
ろ
、
昔
の
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
イ
エ
ス
も
単
な
る
偉
人
。
ま
た
非
科
学
的
な
人
物
で
し
か 

な
い
と
考
え
て
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

 
×

 

「
結
局
は
イ
エ
ス
も
昔
の
単
な
る
偉
人
、
さ
ら
に
非
科
学
的
な
人
物
と
み
な
し
て
、
」
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

② 

「
関
心
、
興
味
を
な
く
し
て
い
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
関
心
や
興
味
を
失
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
、
」
「
関
心
も
興
味
も
持
た
な
く
な
っ
て 

し
ま
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
関
心
、
興
味
を
な
く
し
て
い
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い

な
け
れ
ば×

。 
 

Ｄ 

「
ほ
ろ
苦
い
思
い
に
捕
ら
わ
れ
る
か
ら
。」〈
１
点
〉 

 

※ 

Ｂ
、
Ｃ
を
ま
と
め
て
結
論
付
け
る
条
件
。 

 

○ 

「
ほ
ろ
苦
い
思
い
を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
か
ら
。
」「
な
つ
か
し
く
も
あ
り
、
苦
く
も
あ
る
思 

い
に
浸
さ
れ
る
か
ら
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
ほ
ろ
苦
い
思
い
に
捕
ら
わ
れ
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 



問
四 

８
点 

 
（
模
範
解
答
例
） 

 
 
 

 Ａ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
〇
１
点 

ま
ず
回
教
の
雰
囲
気
の
漂
う
ヨ
ル
ダ
ン
領
エ
ル
サ
レ
ム
の
地
に 

欧
米
的
な
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
に 

 つ
い
て
語
り
う
る
余
地
を
導
き
、〈
Ａ
２
点
〉 

Ｂ
①
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
〇
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

夫
婦
が
口
喧
嘩
し
な
が
ら
、 
ゲ
ッ
セ
マ
の
園
を
経
て
、
イ
エ
ス
が
処
刑
さ
れ
た
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
の
教
会
、 

Ｂ
③
〇
１
点 

イ
エ
ス
が
十
字
架
を
背
負
っ
て
歩
い
た
道
、
そ
し
て
ユ
ダ
が
首
つ
っ
た
樹
と
、 

キ
リ
ス
ト
の
最
期
の
行 

 

跡
を
辿
る
〈
Ｂ
３
＋
１
＝
４
点
〉 

Ｃ
①
〇
１
点 

Ｃ
②
〇
１
点 

始
め
と 

 
 

終
わ
り
を
告
げ
知
ら
せ
る
働
き
。〈
Ｃ
２
＋
１
＝
３
点
〉 

（
９
点
） 

 
 ◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
条
件
同
士
に
お
い
て
、
ま
た
各
条
件
内
で
も
部
分
採
点
可
能
。（
７
点
） 

 

※ 

た
だ
し
、
条
件
Ｂ
、
Ｃ
内
つ
い
て
は
、
正
し
い
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
１
点
加
点

さ
れ
る
。
（
２
点
） 

 
      

  

Ａ 

「
ま
ず
回
教
の
雰
囲
気
の
漂
う
ヨ
ル
ダ
ン
領
エ
ル
サ
レ
ム
の
地
に
欧
米
的
な
、
つ
ま
り
キ
リ
ス 

ト
教
に
つ
い
て
語
り
う
る
余
地
を
導
き
、」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

波
線
部
Ｘ
の
「
ジ
ャ
ズ
」
に
よ
る
第
一
弾
の
役
割
を
説
明
す
る
条
件
。 

 

① 

「
ま
ず
回
教
の
雰
囲
気
の
漂
う
ヨ
ル
ダ
ン
領
エ
ル
サ
レ
ム
の
地
に
」
の
要
素
。（
１
点
） 

○ 

「
ま
ず
回
教
的
な
雰
囲
気
が
強
い
ヨ
ル
ダ
ン
領
エ
ル
サ
レ
ム
の
地
に
」「
ま
ず
回
教
の
雰
囲
気
の
中
に

あ
る
ヨ
ル
ダ
ン
領
エ
ル
サ
レ
ム
に
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
回
教
の
雰
囲
気
の
漂
う
ヨ
ル
ダ
ン
領
エ
ル
サ
レ
ム
の
地
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て

い
な
け
れ
ば×

。 

② 
 

「
欧
米
的
な
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
語
り
う
る
余
地
を
導
き
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

〇 

「
欧
米
的
＝
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
語
り
う
る
余
地
を
導
き
、
」
「
欧
米
的
な
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教

な
要
素
を
導
入
す
る
余
地
開
き
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
欧
米
的
な
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
語
り
う
る
余
地
を
導
く
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成

分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 



 

Ｂ 

「
夫
婦
が
口
喧
嘩
し
な
が
ら
、
ゲ
ッ
セ
マ
の
園
を
経
て
、
イ
エ
ス
が
処
刑
さ
れ
た
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
の
教
会
、

イ
エ
ス
が
十
字
架
を
背
負
っ
て
歩
い
た
道
、
そ
し
て
ユ
ダ
が
首
つ
っ
た
樹
と
、
キ
リ
ス
ト
の
最
期
の
行
跡
を
辿

る
」〈
２
点
〉 

 
 

※ 
 

波
線
部
Ｘ
の
「
ジ
ャ
ズ
」
の
役
割
か
ら
波
線
部
Ｙ
の
「
ジ
ャ
ズ
」
の
役
割
に
至
る
第
二
弾
の
働
き
を

説
明
す
る
他
方
の
条
件
。 

  
 

① 

「
夫
婦
が
口
喧
嘩
し
な
が
ら
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

〇 

「
夫
婦
が
の
の
し
り
合
い
な
が
ら
、
」
「
夫
婦
が
言
い
合
い
を
し
な
が
ら
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
夫
婦
が
口
喧
嘩
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

③ 
 

「
ゲ
ッ
セ
マ
の
園
を
経
て
、
イ
エ
ス
が
処
刑
さ
れ
た
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
の
教
会
、
イ
エ
ス
が
十
字
架
を
背

負
っ
て
歩
い
た
道
、
そ
し
て
ユ
ダ
が
首
つ
っ
た
樹
と
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

〇 

「
ゲ
ッ
セ
マ
の
園
を
経
て
、
イ
エ
ス
が
処
刑
さ
れ
た
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
の
教
会
、
そ
し
て
ユ
ダ
が
首
つ

っ
た
樹
と
、」「
ゲ
ッ
セ
マ
の
園
を
経
て
、
イ
エ
ス
が
十
字
架
を
背
負
っ
て
歩
い
た
道
、
そ
し
て
ユ
ダ
が

首
つ
っ
た
樹
と
、」 

 
 
 
×
 

「
ゲ
ッ
セ
マ
の
園
を
経
て
、（「
イ
エ
ス
が
処
刑
さ
れ
た
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
の
教
会
、
イ
エ
ス
が
十
字
架

を
背
負
っ
て
歩
い
た
道…

）
そ
し
て
ユ
ダ
が
首
つ
っ
た
樹
と
、
」
と
い
う
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば

×

（
つ
ま
り
、
「
始
ま
り
と
、
中
間
、
そ
し
て
終
わ
り
」
の
成
分
が
要
る
と
い
う
こ
と
）。 

④ 
 

「
キ
リ
ス
ト
の
最
期
の
行
跡
を
辿
る
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

〇 

「
キ
リ
ス
ト
の
最
期
の
足
取
り
を
辿
る
」「
キ
リ
ス
ト
の
最
期
の
行
動
に
合
わ
せ
て
歩
む
」
な
ど
で
も

可
。 

 
 
 
×
 

「
キ
リ
ス
ト
の
最
期
の
行
跡
を
辿
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

Ｃ 

「
始
め
と
終
わ
り
を
告
げ
知
ら
せ
る
働
き
。」〈
１
点
〉 

※ 

Ａ
、
Ｂ
を
ま
と
め
て
、「
ジ
ャ
ズ
」
の
役
割
を
端
的
に
ま
と
め
る
条
件
。 

 
 
 

〇 

「
始
め
と
終
わ
り
を
画
す
る
働
き
。
」
「
始
め
と
終
わ
り
を
宣
言
す
る
働
き
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「
始
め
と
終
わ
り
を
告
げ
知
ら
せ
る
働
き
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×
。 

 
 



三
（
古
文
）
採
点
基
準
（
40
点
） 

 
問
一 
① 

傍
線
部
①
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

■ 

基
準 
配
点 

４
点 

 

■ 

採
点
方
法 
各
要
素
単
独
採
点 

 

■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数 

指
定
な
し
。 

 
 

・
句
読
点
不
問
︒ 

 
 

・
文
末
表
現 

指
定
な
し 

→
 

要
素
Ｂ
に
準
ず
る
。 

  

［
傍
線
部
］ 

 

Ａ
２
か
な
し
き
子
に
後
れ
︑
Ｂ
２
女
男
の
あ
は
れ
に
思
ふ
に
後
れ
︑ 

 

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
２
か
わ
い
く
思
う
子
に
先
立
た
れ
、
Ｂ
２
女
で
あ
れ
男
で
あ
れ
、
愛
し
く
思
う
人
に

先
立
た
れ
、 

 

﹇
ポ
イ
ン
ト
﹈ 

要
素
Ａ
︻
２
点
︼
か
わ
い
く
思
う
子
に
先
立
た
れ
、 

 
 

◇
﹁
か
わ
い
く
思
う
子
﹂
が
で
き
て
い
て
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
か
わ
い
く
思
う
﹂ 

同
意
例 

○ 

か
わ
い
い
・
愛
し
い 
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 

悲
し
い
・
か
わ
い
そ
う
な 
等 

 
 

 

※
﹁
子
﹂ 

同
意
例 

○ 

わ
が
子
・
子
供 

等 
 

 

◇
﹁
先
立
た
れ
﹂
が
で
き
て
い
て
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
先
立
た
れ
﹂ 

同
意
例 

○ 

先
に
死
な
れ
て 

等 
 

要
素
Ｂ
︻
２
点
︼
女
で
あ
れ
男
で
あ
れ
、
愛
し
く
思
う
人
に
先
立
た
れ
、 

 
 

◇
﹁
男
女
が
愛
す
る
人
に
先
立
た
れ
﹂
が
で
き
て
い
て
︻
２
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
女
で
あ
れ
男
で
あ
れ
﹂ 

同
意
例 

○ 

男
女
が
・
男
と
女
が 

 
 

 

※
﹁
愛
し
く
思
う
﹂ 

同
意
例 

○ 

愛
す
る
・
愛
し
い
・
恋
し
い
・
情
け
深
く
思
う 

等 
 

 
 

※
﹁
先
立
た
れ
﹂ 

同
意
例 

○ 

先
に
死
な
れ
て 

等 
 

 
 

※
右
の
３
項
目
の
内
︑
１
項
目
が
欠
け
る
ご
と
に
︻
マ
イ
ナ
ス
１
点
︼
︒ 



問
一 

② 

傍
線
部
②
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。
動
作
の
対
象
を
補
っ
て
訳
す
こ
と
。 

  
■ 
基
準 

配
点 

４
点 

 

■ 
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数 

指
定
な
し
。 

 
 

・
句
読
点
不
問
︒ 

 
 

・
文
末
表
現 

指
定
な
し 

→
 

要
素
Ｂ
に
準
ず
る
。 

  

﹇
傍
線
部
﹈ 

 

Ａ
２
か
し
こ
に
い
み
じ
き
鯉こ

ひ

の
候
ひ
つ
る
︑
Ｂ
２
聞
こ
し
召
さ
せ
ば
や 

  

［
模
範
解
答
］ 

Ａ
２
あ
ち
ら
に
た
い
そ
う
立
派
な
鯉
が
ご
ざ
い
ま
し
た
、
Ｂ
２
そ
の
鯉
を
父
上
に
召
し

上
が
ら
せ
た
い
。 

 

﹇
ポ
イ
ン
ト
﹈ 

要
素
Ａ
︻
２
点
︼
あ
ち
ら
に
た
い
そ
う
立
派
な
鯉
が
ご
ざ
い
ま
し
た
、 

 
 

◇
﹁
あ
ち
ら
に
た
い
そ
う
立
派
な
鯉
が
ご
ざ
い
ま
し
た
﹂
が
で
き
て
い
て
︻
２
点
︼
︒ 

 
 

 

※
文
末
は
﹁
～
を
・
～
の
で
﹂
な
ど
で
も
よ
し
と
す
る
︒ 

  
 

 

※
﹁
あ
ち
ら
に
﹂ 

同
意
例 

○ 

あ
そ
こ
に 

等 
 

 
 

※
﹁
た
い
そ
う
立
派
な
﹂ 

同
意
例 

○ 

立
派
な
・
素
晴
ら
し
い
・
良
質
な
・
よ
い 

等 
 

 
 

※
﹁
鯉
が
﹂ 

同
意
例 

な
し 

 
 

 

※
﹁
ご
ざ
い
ま
し
た
﹂ 

同
意
例 

○ 

お
り
ま
し
た
・
あ
り
ま
し
た
・
い
ま
し
た 
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 

い
た
・
い
る
﹇
丁
寧
の
表
現
が
な
い
﹈ 

等 
 

 
 

※
右
の
４
項
目
の
内
︑
１
項
目
が
欠
け
る
ご
と
に
︻
マ
イ
ナ
ス
１
点
︼
︒ 

 

要
素
Ｂ
︻
２
点
︼
そ
の
鯉
を
父
上
に
召
し
上
が
ら
せ
た
い 

 
 

◇
﹁
父
上
に
召
し
上
が
ら
せ
た
い
﹂
が
で
き
て
い
て
︻
２
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
そ
の
鯉
を
﹂
の
有
無
は
不
問
︒ 

 
 

 

※
﹁
食
べ
る
﹂
の
意
が
読
み
取
れ
な
い
場
合
は×

︒ 
  

 
 

※
﹁
父
上
に
﹂ 

 
 

同
意
例 

○ 

父
に
・
父
様
に
・
公
任
様 

等 
 

 
 

※
﹁
召
し
上
が
る
﹂ 

同
意
例 

○ 

召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
・
召
し
上
が
っ
て
も
ら
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

﹇
﹁
食
べ
る
﹂
の
尊
敬
が
正
し
い
﹈ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○ 

食
べ
て
い
た
だ
く 

﹇
﹁
～
し
て
い
た
だ
く
﹂
は
謙
譲
だ
が 

よ
し
と
す
る
﹈ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
       ×

 
 

食
べ
る
・
食
べ
て
も
ら
う 

﹇
尊
敬
も
﹁
～
し
て
い
た
だ
く
﹂

も
な
い
﹈ 

 
 

 

※
﹁
た
い
﹂ 

 
 

 

同
意
例 

○ 

～
し
て
ほ
し
い 

 
 

 

※
右
の
３
項
目
の
内
︑
１
項
目
が
欠
け
る
ご
と
に
︻
マ
イ
ナ
ス
１
点
︼
︒ 



問
二 

傍
線
部
︵
ａ
︶
に
お
い
て
︑﹁
女
房
な
ど
﹂
は
︑
ど
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
︑
ど
の
よ
う
な
心
情
に

な
っ
て
い
る 

    
の
か
︑
説
明
し
な
さ
い
︒ 

  

■ 

基
準 
配
点 

６
点 

 

■ 

採
点
方
法 
各
要
素
単
独
採
点 

 

■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数 

指
定
な
し
。 

 
 

・
句
読
点
不
問
︒ 

 
 

・
文
末
表
現
﹁
心
情
・
気
持
ち
﹂な
ど
が
望
ま
し
い
が
︑説
明
が
成
立
し
て
い
れ
ば
そ
れ
以
外
で
も
よ
い
︒ 

  

［
傍
線
部
］ 

女
房
な
ど
、「
つ
れ
づ
れ
に
あ
る
べ
き
正
月
な
め
り
か
し
」
と
て
、「
月
日
も
過
ぎ
て
帰
ら
せ

給
ふ
べ
き
ほ
ど
に
」
な
ど
申
し
思
へ
り
。 

  

﹇
模
範
解
答
﹈ 

Ａ
２
正
月
に
公
任
が
い
な
い
状
況
に
つ
い
て
︑公
任
が
い
な
い
正
月
を
Ｂ
２
寂
し
く
思
い
︑

Ｃ
２
早
く
月
日
が
過
ぎ
て
公
任
に
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
と
い
う
心
情
︒ 

 

﹇
ポ
イ
ン
ト
﹈ 

要
素
Ａ
︻
２
点
︼
正
月
に
公
任
が
い
な
い
状
況
に
つ
い
て
︑
公
任
が
い
な
い
正
月
を 

 
 

◇
﹁
正
月
に
公
任
が
い
な
い
状
況
に
つ
い
て
・
公
任
が
い
な
い
正
月
が
﹂
が
で
き
て
い
て
︻
２
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
正
月
﹂ 

 

同
意
例 

○ 

新
年
・
年
末
年
始
・
十
二
月
十
九
日
か
ら
二
月
十
日 

 
 

 
  

﹁
正
月
﹂
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 

※
不
在
の
主
体
が
﹁
公
任
﹂
で
あ
る
と
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は×

︒ 
 

 
 

※
﹁
公
任
﹂
の
名
が
な
く
﹁
主
人
﹂
な
ど
と
な
っ
て
い
る
場
合
は×

︒ 
 

 
 

 

︵
﹁
公
任
﹂
の
名
が
あ
れ
ば
﹁
主
人
﹂
の
有
無
は
不
問
と
す
る
︒
︶ 

 
 

 

※
﹁
い
な
い
﹂ 

同
意
例 

○ 

寺
に
籠
も
る 

等 
 

 
 

※
﹁
状
況
に
つ
い
て
﹂
は
﹁
こ
と
を
・
の
を
﹂
な
ど
で
も
よ
し
と
す
る
︒ 

 
 

 

※﹁
公
任
が
い
な
い
正
月
を
﹂は
要
素
Ａ
前
半
と
重
複
す
る
の
で
繰
り
返
し
言
っ
て
い
な
く
て
も
よ
い
︒ 

 

要
素
Ｂ
︻
２
点
︼
寂
し
く
思
い
︑ 

 
 

◇
﹁
寂
し
い
﹂
が
あ
れ
ば
︻
２
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
寂
し
い
﹂ 

同
意
例 

○ 

退
屈
だ
・
つ
ま
ら
な
い
・
お
も
し
ろ
く
な
い 

等 
 

要
素
Ｃ
︻
２
点
︼
早
く
月
日
が
過
ぎ
て
公
任
に
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
と
い
う
心
情
︒ 

 
 

◇
﹁
早
く
月
日
が
過
ぎ
て
ほ
し
い
﹂
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
早
く
月
日
が
過
ぎ
て
ほ
し
い
﹂ 

同
意
例 

○ 

早
く
﹇
﹁
公
任
に
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
﹂
に 

係
る
語
句
﹈ 

 
 

◇
﹁
公
任
に
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
﹂
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
帰
る
﹂
の
主
体
﹁
公
任
﹂
は
解
答
全
体
か
ら
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
が
︑
こ
れ
が
な
い
場
合
は
︑ 

右
の
︻
１
点
︼
は
得
点
で
き
な
い
︒ 



問
三 

傍
線
部
︵
ｂ
︶
と
あ
る
が
︑
こ
の
時
︑
公
任
は
﹁
弁
の
君
﹂
の
姿
を
見
て
︑
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

の
か
︑
具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
︒ 

  

■ 
基
準 

配
点 

１
０
点 

 

■ 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数 

指
定
な
し
。 

 
 

・
句
読
点
不
問
︒ 

 
 

・
文
末
表
現 

﹁
感
じ
て
い
る
・
感
じ
た
・
～
よ
う
に
﹂
な
ど
が
望
ま
し
い
が
︑
説
明
が
成
立
し
て
い
れ

ば
そ
れ
以
外
で
も
よ
い
︒ 

  

﹇
傍
線
部
﹈ 

隠
れ
の
方
よ
り
う
る
は
し
う
し
て
︑
御
前
に
出
で
て
拝
し
奉
り
給
ふ
な
り
け
り
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

※ 

﹁
隠
れ
の
方
﹂
に
﹁
控
え
の
間
﹂
と
い
う
注
あ
り
︒ 

  

﹇
模
範
解
答
﹈ 

Ａ
２
都
で
も
優
れ
て
見
え
た
姿
が
︑
山
中
の
長
谷
で
は
光
り
輝
く
よ
う
に
素
晴
ら
し
く
見

え
て
︑
見
る
甲
斐
が
あ
り
︑
Ｂ
１
人
に
も
見
せ
た
い
︑
Ｃ
２
他
人
の
子
で
あ
っ
た
ら
う
ら
や
ま
し
く
て
我
が
子

に
し
た
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
︑
Ｄ
１
見
た
目
も
︑
顔
立
ち
も
︑
Ｅ
１
気
だ
て
も
︑
Ｆ
１
学
才
も
Ｇ
２
か
つ
て

並
ぶ
者
が
な
い
ほ
ど
に
優
れ
て
い
る
︑
と
感
じ
た
︒ 

 

﹇
ポ
イ
ン
ト
﹈ 

要
素
Ａ
︻
２
点
︼
都
で
も
優
れ
て
見
え
た
姿
が
︑
山
中
の
長
谷
で
は
光
り
輝
く
よ
う
に
素
晴
ら
し
く
見
え
て
︑

見
る
甲
斐
が
あ
り
︑ 

 
 

◇
﹁
都
で
優
れ
て
見
え
た
﹂
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
優
れ
て
見
え
た
﹂ 

同
意
例 

○ 

素
晴
ら
し
い
・
立
派
だ
・
見
る
甲
斐
が
あ
る
・
美
し
い 

等 
 

 

◇
﹁
山
中
で
も
素
晴
ら
し
い
﹂
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
山
中
﹂ 

同
意
例 

○ 

長
谷 

等 
 

 
 

※
﹁
素
晴
ら
し
い
﹂ 

同
意
例 

○ 

光
り
輝
く
・
優
れ
て
い
る
・
立
派
だ
・
見
る
甲
斐
が
あ
る
・ 

美
し
い 

等 
 

要
素
Ｂ
︻
１
点
︼
人
に
も
見
せ
た
い
︑ 

 
 

◇
﹁
人
に
見
せ
た
い
﹂
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
見
せ
た
い
﹂ 

同
意
例 

○ 

自
慢
し
た
い 

等 
 

要
素
Ｃ
︻
２
点
︼
他
人
の
子
で
あ
っ
た
ら
う
ら
や
ま
し
く
て
我
が
子
に
し
た
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
︑ 

 
 

◇
﹁
他
人
の
子
で
あ
っ
た
ら
う
ら
や
ま
し
い
﹂
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

◇
﹁
他
人
の
子
で
あ
っ
た
ら
わ
が
子
に
し
た
い
﹂
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
わ
が
子
に
し
た
い
﹂ 

同
意
例 

○ 

欲
し
い 

等 
 

要
素
Ｄ
︻
１
点
︼
見
た
目
も
︑
顔
立
ち
も
︑ 

 
 

◇
優
れ
た
点
と
し
て
﹁
見
た
目
﹂
が
あ
れ
ば
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
見
た
目
﹂ 

同
意
例 

○ 

容
貌
・
容
姿
・
顔
立
ち 

等 



 
要
素
Ｅ
︻
１
点
︼
気
だ
て
も
︑ 

 
 

◇
優
れ
た
点
と
し
て
﹁
気
立
て
﹂
が
あ
れ
ば
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 
※
﹁
気
立
て
﹂ 

同
意
例 

○ 

正
確
・
性
質
・
心
根
・
心
の
あ
り
方
・
心
ば
せ 

等 
 

要
素
Ｆ
︻
１
点
︼
学
才
も 

 
 

◇
優
れ
た
点
と
し
て
﹁
学
才
﹂
が
あ
れ
ば
︻
１
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
学
才
﹂ 
同
意
例 

○ 

才
能 

等 
 

要
素
Ｇ
︻
２
点
︼
か
つ
て
並
ぶ
者
が
な
い
ほ
ど
に
優
れ
て
い
る
︑
と
感
じ
た
︒ 

 
 

◇
﹁
並
ぶ
者
が
な
い
ほ
ど
に
優
れ
て
い
る
﹂
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
︻
２
点
︼
︒ 

 
 

 

※
﹁
優
れ
て
い
る
﹂
は
解
答
全
体
か
ら
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
︒ 

 
 

 

※
﹁
優
れ
て
い
る
﹂ 

同
意
例 

○ 
す
ば
ら
し
い
・
立
派
だ 

等 
 

 
 

※
﹁
並
ぶ
者
が
な
い
ほ
ど
に
﹂
が
な
い
場
合
は
︻
１
点
︼
︒ 

  

問
四 

傍
線
部︵
ｃ
︶に
つ
い
て
︑誰
が
︑
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
が
︑わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
︒ 

  

■ 

基
準 

配
点 

６
点 

 

■ 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■ 

表
記
・
字
数 

・
字
数 

指
定
な
し
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
句
読
点
不
問
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
文
末
表
現 

﹁
こ
と
・
～
し
た
﹂
な
ど
が
望
ま
し
い
が
︑
説
明
が
成
立
し
て
い
れ
ば

そ
れ
以
外
で
も
よ
い
︒ 

  

［
傍
線
部
］ 

御
本
意
の
こ
と
も
聞
こ
え
給
へ
ば
、
僧
都
う
ち
泣
き
て

御
髪

み

ぐ

し

お
ろ
し
給
ひ
つ
。
戒か

い

な
ど
授

け
奉
り
給
ひ
ぬ
。 

 
 

 
 

 
 

 

※ 

﹁
戒
﹂
に
﹁
仏
戒
﹂
と
い
う
注
あ
り
︒ 

  

﹇
模
範
解
答
﹈ 

 
 

Ａ
１
三
井
別
当
僧
都
が
︑
Ｂ
２
出
家
し
た
い
と
い
う
か
ね
て
か
ら
の
公
任
の
望
み
を
聞
き
︑
Ｃ
３
泣
き

な
が
ら
公
任
の
髪
を
切
っ
て
出
家
さ
せ
︑
仏
戒
な
ど
も
授
け
た
︒ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
三
井
別
当
僧
都
が
︑ 

 
 

◇
「
三
井
別
当
僧
都
が
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 
 
 

※
「
三
井
別
当
僧
都
」 

同
意
例 

○ 

三
井
別
当
・
別
当
・
僧
都
・
心
誉 

 



要
素
Ｂ
【
２
点
】
出
家
し
た
い
と
い
う
か
ね
て
か
ら
の
公
任
の
望
み
を
聞
き
︑ 

 
 

◇
「
公
任
の
出
家
の
望
み
を
聞
き
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 
 

※
「
か
ね
て
か
ら
の
望
み
」 

 
 
 
 
 

同
意
例 

○ 

望
み
・
願
い
・
願
望
・
意
志
・
か
ね
て
か
ら
の
思
い
・
以
前
か
ら
の
考
え
・ 

本
意 

等 

 
 
 

※
右
の
「
望
み
」
の
内
容
が
「
出
家
」
出
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
は
【
１
点
】
。 

 
 
 
 

た
だ
し
、
要
素
Ｃ
に
﹁
出
家
﹂
が
あ
れ
ば
︑
要
素
Ｂ
に
﹁
出
家
﹂
が
な
く
て
も
よ
い
。 

 

要
素
Ｃ
【
３
点
】
泣
き
な
が
ら
公
任
の
髪
を
切
っ
て
出
家
さ
せ
︑
仏
戒
な
ど
も
授
け
た
︒ 

 
 

◇
「
公
任
の
髪
を
切
り
︑
出
家
さ
せ
︑
仏
戒
を
授
け
た
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
３
点
】
。 

 
 
 

※
「
泣
き
な
が
ら
」
の
意
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。 

 
 
 

※
「
髪
を
切
り
」 

同
意
例 

○ 
剃
髪
し
・
剃
髪
さ
せ 

等 

 
 
 
 

こ
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 
 
 

※
「
仏
戒
を
授
け
た
」 

同
意
例 

○ 
戒
を
与
え
た 

等 

 
 
 
 

こ
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 
 
 

※
「
出
家
さ
せ
た
・
（
公
任
が
）
出
家
し
た
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 
 
 
 

要
素
Ｂ
に
﹁
出
家
﹂
が
あ
れ
ば
︑
要
素
Ｃ
に
﹁
出
家
﹂
が
な
く
て
も
︑
こ
の
【
１
点
】
は
得
点
で
き

る
。 

 

※ 

解
答
の
ど
こ
に
も
「
公
任
」
が
な
い
場
合
は
、
全
体
か
ら
【
マ
イ
ナ
ス
１
点
】
。 

  

問
五 

︵
一
︶ 

Ⓧ
の
和
歌
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。 

  

■ 

基
準 

配
点 

６
点 

 

■ 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数 

指
定
な
し
。 

 

・
句
読
点
不
問
︒ 

 
 

・
文
末
表
現 

指
定
な
し 

→
 

要
素
Ｂ
に
準
ず
る
。 

  

﹇
和
歌
﹈ 

Ａ
１
い
に
し
へ
は
Ｂ
２
思
ひ
か
け
き
や
Ｃ
３
取
り
交
は
し
か
く
着
ん
も
の
と
法の

り

の
衣こ

ろ
も

を 
  

［
模
範
解
答
］ 

 

Ａ
１
か
つ
て
は
Ｂ
２
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
よ
︒
Ｃ
３
と
も
に
出
家
し
て
︑
あ
な
た
と
贈
り
交
わ
し
て
こ
の

よ
う
に
二
人
で
法
衣
を
着
る
こ
と
に
な
ろ
う
な
ど
と
は
︒ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
か
つ
て
は 

 
 

◇
「
か
つ
て
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 
 
 

※
「
か
つ
て
」 

同
意
例 

○ 

昔
・
以
前 

等 

 



要
素
Ａ
【
２
点
】
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
よ
︒ 

 
 

◇
「
思
い
も
し
な
か
っ
た
」
、
も
し
く
は
「
思
っ
た
だ
ろ
う
か
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 
 

※
「
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
」 

 
 
 
 

同
意
例 

○ 

思
い
も
し
な
か
っ
た
・
想
い
も
か
け
な
か
っ
た
・
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
・
思
わ
な

か
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

思
っ
た
だ
ろ
う
か
・
思
っ
て
み
た
だ
ろ
う
か
・
思
っ
た
か 

 
 
 

※ 

過
去
（
＝
〜
た
）
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
【
１
点
】︒ 

 

要
素
Ｂ
【
３
点
】
と
も
に
出
家
し
て
︑
あ
な
た
と
贈
り
交
し
て
こ
の
よ
う
に
二
人
で
法
衣
を
着
る
こ
と
に
な
ろ

う
な
ど
と
は
︒ 

 
 

◇
﹁
贈
り
交
し
て
﹂︑
も
し
く
は
「
と
も
に
・
あ
な
た
と
・
二
人
で
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 
 

◇
﹁
法
衣
を
着
る
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 
 

※ 

﹁
法
衣
を
着
る
」
の
意
が
な
く
、
「
出
家
す
る
」
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】︒ 

  

問
五 

︵
二
︶ 

 

Ⓨ
の
和
歌
に
は
︑﹁
衣
﹂
の
縁
語
に
も
な
っ
て
い
る
掛
詞
が
一
カ
所
使
わ
れ
て
い
ま
す
︒

そ
の
掛
詞
を
指
摘
し
な
さ
い
︒ 

  

■ 

基
準 

配
点 

４
点 

 

■ 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数 

指
定
な
し
。 

 
 

・
句
読
点
不
問
︒ 

 
 

・
文
末
表
現 

 

指
定
な
し 

→
 

要
素
Ｂ
に
準
ず
る
。 

  

﹇
和
歌
﹈ 

 

後
れ
じ
と
契
り
か
は
し
て
着
る
べ
き
を
君
が
衣
に
た
ち
後
れ
け
る 

  

﹇
模
範
解
答
﹈ 

Ａ
２
﹁
た
ち
﹂
が
﹁
立
ち
﹂
と
Ｂ
２
﹁
断
ち
﹂
と
の
掛
詞
で
あ
る
︒ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】﹁
た
ち
﹂
が
﹁
立
ち
﹂
と 

 
 

◇
「
﹁
た
ち
﹂
が
﹂
の
有
無
は
不
問
︒ 

 
 

◇
「
立
ち
」
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 
 

※
「
立
ち
」 

同
意
例 

○ 

立
ち
後
れ
・
立
ち
遅
れ 

 
 

◇
「
立
つ
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】﹁
断
ち
﹂
と
の
掛
詞
で
あ
る
︒ 

 
 

◇
「
断
ち
」
、
も
し
く
は
「
裁
ち
」
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 
 

※
「
衣
を
」
な
ど
の
説
明
の
有
無
は
不
問
。 

 
 

◇
「
断
つ
・
裁
つ
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
１
点
】
。 



Ⅳ
（
漢
文
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
３
５
点
） 

 
問
一 
５
点 

 

（
解
答
） 
有
三

老
人
渉
レ

葘
而
寒
、
出
不
レ

能
レ

行
、
坐
二

於
沙
中
一

。（
５
点
） 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

  

※
完
答
の
み
〇
５
点
。 

 

▲
送
り
仮
名
を
つ
け
て
い
る
も
の
は
不
可
✖
０
点
減
点
。 

  

問
二 

５
点 

 

（
解
答
） 

も
つ
（
っ
）
て
わ
か
つ
べ
き
も
の
な
し
。 
（
５
点
） 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

○ 

完
答
で
○
。 

 

✖
「
す
べ
て
平
仮
名
」
に
し
て
い
な
い
も
の
は
不
可
✖
０
点
。 

 

※
「
わ
か
つ
」
は
直
前
に
読
み
方
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
「
わ
か
つ
（
タ
・
四
）
」。 

 
 

○
た
だ
し
、
「
わ
く
（
カ
・
下
二
）」
で
も
同
義
に
な
の
で
、
「
わ
く
べ
き
」
で
も
○
と
す
る
。 

  



問
三 

８
点 

  
 

 
 
 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
      

      
        

   

Ｂ
〇
２
点 

（
模
範
解
答
）
田
単
が
凍
え
た
老
人
に
自
分
の
皮
衣
を
与
え
た
り
す
る
の
は 

人
気
取
り
で
、
そ
の
評
判
に
よ

っ
て 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
を
乗
っ
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か 

と
い
う
こ
と
。（
８
点
） 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
田
単
が
凍
え
た
老
人
に
自
分
の
皮
衣
を
与
え
た
り
す
る
の
は
」（
２
点
） 

 

※
「
襄
王
之
を
悪
み
て
」
の
「
之
」
の
具
体
的
対
象
。
直
後
の
「
田
単
の
施
す
」
＝
本
文
冒
頭
か
ら
傍
線

部
⑶
の
直
前
ま
で
の
内
容
を
指
す
。 

 

○
「
田
単
が
」
は
、
Ｃ
の
ア
タ
マ
に
「
田
単
は
」
の
よ
う
に
あ
れ
ば
そ
れ
で
も
よ
い
。 

 

✖
ど
の
位
置
に
も
「
田
単
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
も
の
は
✖
。 

 

○
「
田
単
が
凍
え
た
老
人
に
自
分
の
皮
衣
を
与
え
た
り
す
る
」「
田
単
が
老
人
に
皮
衣
を
与
え
た
の
は
」「
田

単
が
老
人
に
施
し
を
し
た
の
は
」
な
ど
で
○
。 

 

△
「
田
単
が
民
に
施
す
の
は
」
「
田
単
が
施
し
を
す
る
の
は
」
な
ど
は
△
１
点
。 

  

Ｂ
「
人
気
取
り
で
、
そ
の
評
判
に
よ
っ
て
」
（
２
点
） 

 

※
Ａ
の
要
素
が
Ｃ
の
要
素
に
つ
な
が
る
理
由
。 

 

○
「
（
民
へ
の
）
人
気
取
り
で
」「
（
善
行
の
）
評
判
に
よ
っ
て
」「
（
自
分
の
）
評
判
を
高
め
て
」「
人
心
（
民

の
心
）
を
得
て
」
「
善
行
を
賛
美
さ
れ
る
こ
と
で
」
な
ど
で
○
。 

 

Ｃ
「
国
を
乗
っ
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
（
４
点
） 

 

※
「
将
に
以
て
我
が
国
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
か
」
の
要
素
。 

 

〇
「
国
を
乗
っ
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」「
わ
が
国
を
奪
お
う
と
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
」

「
私
の
立
場
を
危
く
し
そ
う
だ
」
「
わ
が
王
位
を
奪
お
う
と
し
て
い
る
に
違
い
な
い
」「
私
の
立
場
を
危

く
し
そ
う
だ
」
「
わ
が
王
位
を
奪
お
う
と
す
る
魂
胆
に
違
い
な
い
」
な
ど
で
○
。 

○
こ
の
後
の
「
早
く
図
ら
ず
ん
ば
恐
ら
く
は
之
に
後
れ
ん
」
に
つ
い
て
は
、
触
れ
て
あ
っ
て
も
よ
い
が
、

な
く
て
も
よ
い
。 

 

※
「
と
い
う
こ
と
。」 

 

○
文
末
の
「
～
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。
（
文
末
の
句
点
「
。
」
の
ヌ
ケ
は
▲
１
点
減
点
。） 

 



問
四 

７
点 

  
 

 
 
 

 

Ａ
○
１
点 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 

Ｃ
○
３
点 

 

（
模
範
解
答
）
お
ま
え
は 

私
の
危
惧
に
つ
い
て 

ど
う
思
う
か
。（
７
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 ☆

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
お
ま
え
は
」（
１
点
） 

※
「
汝
」
の
訳 

○
「
お
ま
え
は
」
「
そ
な
た
は
」
「
そ
の
ほ
う
は
」
な
ど
で
○
。 

○
「
あ
な
た
は
」
で
も
○
と
す
る
。 

 

Ｂ
「
私
の
危
惧
に
つ
い
て
」
の
要
素
（
３
点
） 

※
「
何
に
つ
い
て
か
」
の
説
明 

○
田
単
に
つ
い
て
の
襄
王
の
「
危
惧
・
懸
念
」
が
○
３
点
。 

▲
田
単
が
老
人
に
皮
衣
を
与
え
た
行
為
だ
け
は
▲
１
点
減
点
。 

○
「
私
の
危
惧
に
つ
い
て
」「
私
の
懸
念
に
つ
い
て
」「
私
の
心
配
（
事
）
に
つ
い
て
」「
田
単
に
対
す
る
私

の
危
惧
に
つ
い
て
」
な
ど
で
○
３
点
。 

▲
「
田
単
の
行
為
に
つ
い
て
」
「
田
単
が
老
人
に
施
し
た
件
に
つ
い
て
」
「
田
単
が
老
人
に
皮
衣
を
与
え
た

こ
と
を
」
な
ど
は
▲
１
点
減
点
。 

 

▲
「
田
単
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
」「
田
単
に
国
を
奪
わ
れ
な
い
方
策
に
つ
い
て
」
な
ど
も
▲
１
点
減
点
。 

✖ 

 

Ｃ
「
ど
う
思
う
か
」（
３
点
） 

※
「
以
て
何
若
と
為
す
」
の
訳
。
「
以
て…

と
為
す
」
で
「…

と
思
う
」
、「
何
若
」
で
疑
問
「
ど
う…

か
」。 

○
「
ど
う
思
う
か
」
「
ど
の
よ
う
に
思
う
（
か
）
」「
ど
う
考
え
る
か
」
な
ど
で
○
。 

 

▲
文
末
に
「
～
と
い
う
こ
と
」
を
入
れ
て
い
る
も
の
は
▲
１
点
減
点
。 

   



問
五 

10
点 

  
 

 
 
 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
）
田
単
が
、
飢
え
た
民
に
食
糧
を
施
し
た
り
、
凍
え
る
民
に
衣
類
を
施
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、 

 
 

（
ａ
○
２
点
） 

 
 
 
 

Ｂ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

そ
れ
ら
の
田
単
の
行
為
が
、
す
べ
て
民
を
憂
慮
す
る
襄
王
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

田
単
の
善
行
を
賛
美
す
る
こ
と
で
、
結
局
、
そ
れ
が
王
の
善
意
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
す
る 

と

い
う
こ
と
。（
10
点
） 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
田
単
が
、
飢
え
た
民
に
食
糧
を
施
し
た
り
、
凍
え
る
民
に
衣
類
を
施
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
」
（
２

点
） ※

田
単
の
行
う
善
行
に
つ
い
て
の
提
示
。「
単
の
善
」「
単
収
め
て
之
に
食
ら
は
し
む
」「
単
裘
を
解
き
て
之

に
衣
す
」
な
ど
の
要
素
で
○
。 

○
Ａ
の
よ
う
に
具
体
的
に
書
い
て
な
く
て
も
、
ａ
の
よ
う
に
、
「
田
単
の
善
行
（
行
為
）
が
（
は
・
を
）
」

だ
け
で
も
○
２
点
。 

 

Ｂ
「
す
べ
て
民
を
憂
慮
す
る
襄
王
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
」
の
要
素
（
４
点
） 

※
Ａ
が
襄
公
の
意
向
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
す
る
要
素
。 

 

※
「
寡
人
民
の
飢
う
る
を
憂
ふ
る
や
、
単
収
め
て
之
に
食
ら
は
し
む
」「
寡
人
民
の
寒
ゆ
る
を
憂
ふ
る
や
、

単
裘
を
解
き
て
之
に
衣
す
」
な
ど
の
要
素
で
、
○
。 

 

○
具
体
的
に
書
い
て
あ
っ
て
も
よ
い
。 

 

✖
襄
公
が
田
単
に
命
じ
て
そ
の
よ
う
に
さ
せ
る
よ
う
な
記
述
は
✖
。 

 

Ｃ 

「
田
単
の
善
行
を
賛
美
す
る
こ
と
で
」
（
２
点
） 

※
田
単
の
善
行
を
賛
美
す
る
要
素
。 

※
「
王
、
単
の
善
を
嘉
（
よ
み
）
し
て
」「
乃
ち
単
に
牛
酒
を
賜
ひ
、
其
の
行
ひ
を
嘉
す
」
な
ど
の
要
素
で

○
。 

 

Ｄ
「
結
局
、
そ
れ
が
王
の
善
意
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
す
る
」（
２
点
） 

※
Ａ
を
「
王
の
善
意
」
に
す
り
か
え
る
要
素 

※
「
寡
人
百
姓
を
憂
労
す
れ
ば
、
単
も
亦
た
之
を
憂
ふ
」「
寡
人
の
意
に
称
へ
り
」「
単
の
善
を
善
と
せ
ば
、

亦
王
の
善
な
る
の
み
」
な
ど
の
要
素
で
○
。 

  

※
「
と
い
う
こ
と
。」 

 

○
文
末
の
「
～
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。
（
文
末
の
句
点
「
。
」
の
ヌ
ケ
は
▲
１
点
減
点
。） 
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